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はじめに 

オンデンザメ Somniosus pacificus はツ

ノザメ目オンデンザメ科オンデンザメ属に

分類され，全長７ｍに達する深海性の大型

種である（波戸岡ら，2013）．田中（2009）

は，アラスカ湾北部での移動・行動の調査

から，オンデンザメは索餌のために鉛直移

動をしており，生息水深は主に水深 100～

550ｍで，生息水温は水温 5.5～8.2℃の範

囲と報告している. 

分布は，サハリン両岸・オホーツク海・

チュクチ海，ベーリング海～カリフォルニ

ア南部の太平洋沿岸とされ，日本では北海

道の全沿岸域や津軽海峡から駿河湾までの

太平洋岸や土佐湾などで記録がある（波戸

岡ら，2013）．しかし，日本海においては，

秋田県で３例が報告されているのみである

（秋田県，2007）． 

今回，富山湾においてオンデンザメが初

めて捕獲され，解剖の結果，新たな知見が

得られたので報告する． 

 

材料と方法 

 捕獲された個体は，2013年４月 27日に

富山湾内で底刺網によって捕獲され，魚津

漁業協同組合の市場へ水揚げされた．水揚

げ時には生きており，魚津水族館で飼育を

試みたが，2013年５月２日に死亡した．死

亡後、計測及び解剖を行った．また，捕獲

後に吐き戻した餌や，死亡後に胃内容物を

調べた． 

 捕獲情報を以下に記す． 

 

捕獲日時：2013年４月 27日  

捕獲場所：魚津市青島沖 水深 450m 

捕獲方法：底刺網 

捕獲者 ：山崎栄一（仁光丸） 

 

結果 

１．同定 

日本国内では６種のオンデンザメ科魚類

が確認されているが，①背鰭前縁に棘がな

い，②第一背鰭と第二背鰭はほぼ同じ大き

さである，③下顎歯の尖頭は短く著しく後

方に向く，④尾鰭基底部に水平隆起がない

といった特徴が波戸岡ら（2013）と一致し

たことからオンデンザメと同定した． 

 

２．計測記録 

性別：メス    体重：45㎏ 

全長：152cm   吻長：12cm 

体高：33cm    尾柄高：10cm 

両眼間隔：20cm   

胸鰭長：19cm   腹鰭長：12.5cm   

第一背鰭長：６cm 第一背鰭高：４cm 

第二背鰭長：６cm 第二背鰭高：３cm 



尾柄幅：７cm   噴水孔径：1.7cm 

尾鰭上葉長：25cm 尾鰭下葉長：21.5cm 

内臓重量 

肝臓：4.1㎏    胃：1.5㎏ 

腸：0.8㎏     心臓：50g 

生殖腺：50g 

胃内容物：スルメイカ（外套長 26cm，15cm），

サバ 250g（種不明）．その他

に，ミズダコの腕６本を吐き

出す． 

 

考察 

今回のオンデンザメは，富山湾沿岸の水

深 450ｍで，生きたまま捕獲された．富山

湾の水深 300ｍ以深には，年間を通じて水

温 1.5℃以下の日本海固有水が存在してお

り（内山，1998），オンデンザメは 1.5℃以

下の低温でも生息できることが明らかにな

った． 

日本海での記録や確認情報について，加

茂水族館（山形県）・上越水族館（新潟県）・

のとじま臨海公園水族園（石川県）に確認

したところ，それぞれの県では未確認であ

った．富山県内の漁業者に聞き取り調査を

行ったが確認できず，日本海や富山湾にお

いて非常に稀な生物と言える．つまり，富

山湾には迷入してきたと考えられた．その

移動経路については，オンデンザメは主に

太平洋岸の深海や北日本沿岸に分布してい

ることや，日本海では秋田県のみで確認さ

れていることから，日本海を南下して富山

湾の深海にきたと推測された． 

オンデンザメの餌については，胃内容物

のスルメイカ・サバ・ミズダコはすべて未

消化であったことから，本種は富山湾内で

摂餌していたと考えられる．餌生物である

スルメイカは表層性で，昼間は水深 100ｍ

層におり，夜間は表層近くまで浮上し，生

息最適水温は 15℃前後とされ，マサバも表

層性で，昼間は水深 70～150ｍ層に多く，

夜間は表層に浮上する（真木ほか，1997）．

一方，ミズダコは，水深 200ｍ以浅に生息

し，産卵期の春から夏には浅場に移動する

（真木ほか，1997）とされ，この時期の富

山湾では海岸付近でも見られる．今回本個

体が捕獲された４月の富山湾では，いずれ

の種も沿岸の定置網などで捕獲される．胃

内容物から深海生物が発見されなかったこ

とからも，本個体は摂餌のために深海域と

表層域を鉛直移動していることが示唆され

る．なお，本種の鉛直移動については田中
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今回，富山湾の深海域において本種が捕

獲され，さらに胃内容物が確認できたこと

は大変貴重な記録である．なお，筋肉と内

臓の一部をサンプルとして保管している． 
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水揚されたオンデンザメ 

魚津水族館に搬入① 

   魚津水族館に搬入② 

吐き出したミズダコの腕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


